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                抄    録一

 光と闇は、肋ε肋地を構成する重要な要素であるだけでなく作品のテーマを支える重

要な意味も与えられている。光と闇は、それぞれ、善と悪を象徴的に示している。Obed

Battiusは、闇の象徴的な意味を理解できないし自分が悪に蝕まれていることも自覚でき

ない。その結果、彼は物語の中で偽キリストの役割を果たしてしまうのである。彼が偽キ

リストになってしまった原因は、科学的合理主義の思考の枠組みを脱脚できなかったこと

にある。

キーワード：ジェームズ・フェニモア・クーパー、「大草原」、オービド・バテウス、

      偽キリスト

（2001年8月25日 受理）

                 Abs伍aot

 The contr砥t between light and darkness constitutes both structural and thematic frames

oi肋e〃。佃θ。Light symbo1izes good while darkness symboiizes evil．Obed Battius does

not unde耐and the symbolic meaning of darkness，and does not recognize that he is

possessed by evll As a result，he plays the ro1e of a false Chnst1n the narratlve The cause

is to be sought in the fact that Obed Battius does not go beyond the framework of

SCientifiC ratiOna1iSm．

Key wo耐8：』ames Fenimore Cooper，肋e〃口〃ε，Obed Battius，a ialse Christ
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 批評家たちは、』ames Fenimore Cooperの肋e肋施（1827）一に描かれた博物学者のObed

Battiusにづいてあまり論じていない。彼等は、肋e〃口地のObed Battiusを前作の肋ε

ωsf o戸伽Mo〃。㎝∫（ユ826）に描かれたDavidGamutと同様に滑稽な人物やありふれた人

物とみなし作品の中で重要な意味を与えられていると考えていないようだ。（1）しかし、光

と闇から構成された舞台の中で肋e肋肋のObed Battiusを捉え直してみるとどうなる

であろうか。光と闇から構成された舞台の中で捉え直してみると、Obed Battiusは象徴的

な意味を与えられた新しい人間像として浮かび上がってくるように思えるのである。そし

て作品を構成する舞台は、重要な意味を持ってくるように思えるのである。

 光は、作品肋e肋加eの舞台を構成する重要な要素となっている。Cooperは、物語の

第ユ草と最終章の第34章で夜の闇が訪れる直前に燃えるように輝いている夕日を描いた。

このようにして、彼は肋ε肋施の物語を光の枠組の中に置いているのである。しかし、

この作品で光が果たす役割は、作品を構成する要素として重要であるだけでない。それは、

作品のテーマを支える重要な意味をも与え。られているのである。Cooperは、夕日に示さ

れる光が象徴的な意味を持っていることを示そうとしたのである。第1章でCooperは、

夕日の場面を次のように描いている。

  The sun had iaHen below the crest ol the nearest wave oi The Prairie，leaving the

  usual rich and glowing train on its track．一n the centre ol this flood ol iieW light a hu－

  man iorm appeared，drawn against the gilded backgromd，as distinct1y，and seem－

  ing1y as palpable，as though it would come within the grasp ol any extended hand．

  The figure was co1ossa1；the attitude musing and melancholy，and the situation di－

  rectly in the route of the travellers．But embedded，as it was，in its setting ol garish

  light，it was impossible to distinguish its just propo血ions or tme character（ユ4－15）（2〕

Nat1yBumppoは、小高い丘の上にたって燃えるように輝いている夕日を満身に浴びてい

る。この場面にやってきたlshmael Bushは、Natty Bumppoを照らし出している夕日の背

後に自然現象を超えた宗教的な意味を読み取ったのであろうか、一瞬、“supe帽titious awe”

（15）に打たれ立ち止まってしまうのである。Cooperの作品における光の使い方に関心を

寄せているDona1dA．Ri㎎eは、肋ε肋〃eの冒頭の夕日の場面に注目して“thelight．．．

surromds the trapper with a halo o川ght，and，in eHect，almost sanc舳es him．”と述べてい

る。（3）冒頭の夕日は、宗教的な意味が込められているとRingeは指摘しているのである。

 光に与えられた象徴的な意味は、最終章の第34章でさらに強調されている。死を目前に

しているNatty Bumppoが、Dmcan Uncas Middleton，Paul Hover，Pawnee族のHard－Hea血

たちに囲まれて夕日を見つめている。Cooperは、その様子を次のように描いている。

  The trapper had remained nearly motionless for an hour His eyes，alone，had occa－

  sionauy opened and shut．When opened his gaze seemed iastened on the clouds

  which hmg around the westem horizon，ref1ecting the bright colou肥and giving iorm

  and1oveliness to the glorious tints of an American sunset．The hour－the calm beau1y

  or the season－the occasion all conspired to ml the spectato帽with solemn awe、（385）
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夕日が放つ光は、ここでは、Natty Bumppoをはじめとして夕日を見つめているものたち

の心に畏敬の念を呼び起こしてい乱そして、それから間もなく、Natty Bumppoは両側

を支えられながら立ち上がり、“withafinemilitaWe1evationofthehead，andwithavoice

thatmightbeheardineveWpartoithatnumerousassemb1y”（385）と描かれているように

姿勢をただし大きな声で“Here！”（385）と応答している。夕日に示された光は、人間の全身

全霊を持って応答しなければならない神的な存在を象徴的に示しているのである。

 Cooperは、珊e肋地の第1章と最終章で栄光に輝く夕日を描いた。そうすることに

よって、彼はこの作品を包む枠組みを作り上げた。しかも、作品を包む枠としての光は、

夕日が織り成す色彩的な美しさを強調するためではなく、明らかに神的な意味を帯びる象

徴性を与えられているのである。

 肋e肋池の舞台を構成するもう一つの重要な要素は、闇なのである。Cooperは、物

語の冒頭の夕日の場面に続いて、すなわち第ユ章後半から第6章にかけて闇の場面を描い

た。闇は、光と同様に作品のテーマを支える重要な意味を与えられている。Cooperは、闇

に与えられている意味をSiouxes族を通して・示している。“the lshmaelites oHhe Ameri－

candeserts”（40）と描かれているSiouxes族は、NattyBumppoに“themiscreants！”（37）や

“the thieves”（38）と言われている。彼等は、倫理的に腐敗している連中なのである。Coo－

perは、夜陰に紛れて獲物を求めて俳個しているSiouxes族を“A band of bei㎎s，who re－

sembled demons rather than men sporting in their nightly revels across the bieak plain”（3

7）と述べている。Siouxes族は、人問というより悪魔に似ているというのである。この

ような連中を包み隠す闇は、悪の跳梁を許す象徴的な意味が与えられているのである。

 闇に与えられている意味は、Siouxes族の族長Mahtoreeを通して一層強調されている。

Cooperは、Mahtoreeを描くとき蛇のイメージをふんだんに用いている。たとえば、略奪

を企むMahtoreeが1shmael Bush一家のキャンプに忍び込む様子は、次のように描かれて

いる。

  The progress of Mahtoree was now s1ow，and to－one less accustomed to such a spe－

  cies of exercise’it would have proved painfu11y laborious．But the advance of the wily

 －snake itse1hs not more celtain or noise1ess，than was his approach．（50）

Mahtoreeは、ずる賢い蛇が音もたてず確実に獲物に近ずくよりも巧妙にlshmaelのキャ

ンプに忍び込むのだ。彼は、lshmael Bush一家の一人一人の顔を覗き込み寝静まってい

ることを確かめたうえで、キャンプの中を歩き回る。Cooperは、Mahtoreeの様子を“he

stalked thmugh the encampment，1ike the master of evil，seeking whom and what he

should first devote to fe11p岬。ses．”（53）と描いている。残忍な目的を遂げるための犠牲者

を探しているMahtoreeは、悪の化身なのである。Mahtoreeの暗躍を許す闇は、倫理的な

腐敗を隠し悪の跳梁する象徴的な意味を与えられているのである。

 Cooperは、まず初めに物語の舞台を設定した。彼は、象徴的な意味を帯びる光を物語

の枠組として設定している。神的な意味を与えられた光の枠組は、その中に倫理的な腐敗

を隠し悪の跳梁する恐ろしい闇を包み込んでしまうものなのである。このようにCooper
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が肋e肋’㎡eの冒頭で見せる光の舞台は、これから繰り広げられる事柄に関する問題の

中心が、光か闇に深いかかわりを持つ問題であることを予表しているのである。冒頭の光

の場面は、光が象徴的に表わすものを信じるか、それとも闇の世界にとどまるかという倫

理的な問題が、肋e肋桐eの中心課題であることを暗示しているのである。

 Obed Battiusが、光と闇から構成されている肋ε肋施の舞台に登場する。彼は、物

語の第6章から登場してい糺彼が登場する第6章は、夕方から始まった物語の第1日目

が終り第2日目が始まろうとする直前の夜明け前の“a gray light”（67）の場面なのである。

“iellow oi several cis－auantic leamed societies”（67）で“M．D．”（67）の学位を有する博物学者

の0bedは、博物学の標本にする貴重な動植物や鉱物を探し求めて出かけた小探検旅行か

らlshmael Bushのキャンプにちょうど戻ってきたところなのである。ちょうどそのとき、

恋人のPau1Hoverと逢引するつもりでishmaelのキャンプを抜け出してきたE11en Wade

は、薄暗がりの中でObedに会い驚いて“l did notexpect，Doctor，to meetyou，atthisun－

usual hour．”（68）と言う。0bedは、夜明け前の薄暗がりの中で活動している理由を“All

hou鷹，and a11seasons are alike，my good E11en，to the genuine lover oi nature＿and he

who does not know how to iind things to admire by this gray1ight．is ignorant of a large

propoれion of the blessi㎎s he enjoys．”（68）とEllenに説明す乱彼は、本当の博物学者は

季節や時間にかかわらず自然を観察するものだという。Obedは、自分が薄暗がりの中で

行動している理由を自然を愛する博物学者としての当然の行為だとEllenに話して聞かせ

る。こうしてCooperは、夜明け前の薄暗がりの中で活動するObedが神的な意味を与え

られた光よりは倫理的な腐敗を隠し悪の跳梁する闇の側に属する人物であることを暗示し

ているのである。

 闇に対するObedの姿勢は、彼とEllenとの会話を通して具体的に示されている。彼は、

夜に出歩く理由を二つのことと結び付けて説明している。一つは、自然科学的理由である。

もう一つは、Obedの仕事の性質とのかかわりである。実際、彼は、自分が夜に出歩く理

由をEllenに次のように説明している。

  l am abroad at night，my good girl，because the earth in its diuma1revolutions，leaves

  the light of the sun，but half the time on any given meridian，and because what I have

  to do，camot be pe㎡omed in twelve oHifteen consecutive hou鳳Now have l been

  oπ，two days from the iamily，in search oi a plant，that is known to exist on the tribu－

  taries ol La Platte，without seeing even a biade oi grass that is not already enumerated

  and classed．（68－69）

Obedは、地球の自転が昼と夜の交代をもたらす原因であり、彼の仕事は昼だけして夜に

なったからやめるという訳にいかないのだという。博物学者としての仕事は、地球の自転

による昼と夜の交代にもかかわらず続けなければならないものなのだと話す。彼が二昼夜

程1shmael Bush一家から離れて探検に出ていたのも、博物学者としての仕事のためなの

である。博物学者Obedは、昼と夜の交代を自然科学的現象として合理的に明快に説明し

てみせ糺彼は、闇に与えられている象徴性を理解できないのである。
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 闇の象徴性を理解できない0bedは、Mahtoreeに与えられている象徴性を理解するこ

ともできないのである。第27章の0bedに注目して見る。Siouxes族に捕えられている

Obedは、“the most approved f譜hion ol Sioux taste”（303）に従い“A gallant sca1p－lock”

（303）を残して頭髪を剃られ頭や顔に“Thick coats of paint’’（303）が塗られている。しか

も残された彼の頭髪には“sundWtoads，frogs，1izards，butterflies，etc．”（304）が、博物学者

としてのObedを嘲るようにつけられている。Siouxes族の連中は、奇妙な姿をした0bed

を“the Evil Spi㎡t oi the Pale faces”（303）とみなし恐れている。Obedは、悪霊と見られて

いることも知らずに悪の化身Mahtoreeの前に引き出され殺される危機に直面しているの

である。彼は、Siouxes族の．“dark，savage，and obdurate countenaces”（304）の中にNat1y

Bumppoを見つけるとほっとして自分の心情を吐露する。彼は、NattyBumppoに次のよ

つ冒つ。

  I esteem myseli happy，that a man who speaks the vemacular is present，to preseme

  the record of my end．You wiH say that aiter a・weu spent and g1orious life，I died a

  ma町r to science，and a victim to menta1darkness．As1expect to be p舳icularly calm

  and abstracted in my last moments，if you add a few details conceming the foれitude

  and scholastic dignity with which I met my death，it may sewe to encourage future as－

  pirants ior similar honour，and assuredly give o肘ence to no one．（305）

Obedは、自分が学問なかばにしてインディアンによって殺された経緯を伝えてくれと

NattyBumppoにいう。彼は、志なかばで無知蒙昧なインディアンの犠牲にされるという

のである。Obedは、Siouxes族を学問の光に照らし出されていない知的に遅れた連中と

みなしている。彼は、無知蒙昧なインディアンと同じ格好をさせられているのだがそのこ

とには気付かずSiouxes族を侮蔑している。彼は、Mahtoreeを迷信を信じるインディア

ンとみなすけれど悪の化身として理解できないのである。Mahtoreeの象徴性を理．解でき

ないObedは、皮肉にもMahtoreeと同じように悪霊に取りつかれているのだが自分が悪

に蝕まれていることも自覚できないのであ孔

 闇やMahtoreeに象徴的な意味を読み取れないObedは、1nezとlshmael Bush一家の係

わりも深く理解することができない。Obedは、闇が倫理的な腐敗を隠し悪の跳梁する恐

ろしいものであることを理解できなかった。このような彼は、lneZの黒髪に与えられて

いる象徴性を理解できないのである。彼は、lneZの黒髪の背後に潜んで人間性を蝕んで

いる悪の化身Mahtoreeの黒い姿を洞察できない。彼は、1nezの黒髪をスペイン系の人種

的・民族的特徴を表わしていると理解しているのである。lneZの黒髪に与えられている

象徴性を洞察できない0bedは、ishmaei Bush一家に与えられている象徴性をも認識でき

ない。lshmae1Bush一家は、倫理的に荒廃した一家として描かれている。彼等を背後か

ら操っているのは、悪の化身Mahtoreeなのである。（4〕Mahtoreeに操られているlshmael

Bush一家は、腐敗堕落している人間の古い世界を象徴的に示している。（5）Obedは、lsh－

mael Bush一家が倫理的に腐敗していることは知っている。実際、彼は、lnezを誘拐し隠

しているlshmaelを“the man．．．is sadly forgetiul oi the obligation of honesly！”（126）といっ
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て非難している。しかし彼は、lnezの黒髪の時と同様にlshmael Bush一家の背後にいる

悪の化身Mahtoreeの黒い姿を読み取れない。物事の背後に込められている象徴性を理解

できないObedは、堕落した世界で悪に蝕まれているlnezの魂の苦悩を共感できないの

である。Obedは、人間の堕落性と世界の堕落性が不可分の関係にあることを認識できな

いのである。

 人間と世界の堕落性を理解できないObedは、自分が堕落した世界の一員であることに

も気付かないのである。彼は、lshmael Bush一家と契約を交し旅をしている。lshmaelは、

開拓生活に伴う怪我や病気を心配して医者を必要としていた。Obedは、lshmaelの移動

生活が博物学の標本を集めやすくすると考えた。彼等は、互いの利害が一致したので契約

を交し旅をしているのである。Cooperは、lshmaelとObedのことを次のように述べてい

る。

  He［Ishmael］had no respec“or any leaming except－that onhe leech；because he

  was ignorant of the application of any other intelligence，than such as met the sense．

  His deference to this particular branch of science had induced him to1isten to the ap－

  plication of a medical man，whose thirsHor natural histoW had led him to the desire

  of profiting by the migratoW propensities ol the squatter．This gentleman he had coト

  dially received into his family，or rather under his protection，and they had ioumeyed

  together，thus iar through the Prairies，in perfect harmony．（66－67）

lshmaelと0bedは、しばらくの間仲良く旅をしているのである。Obedとlshmaelの契約

は、Obedがlshmael Bush一家に象徴的に示された腐敗堕落した世界にどっぷりと漬かり、

はびこっている倫理的腐敗を免れ得ないことを物語っている。Obedは、lshmaelと同様

に倫理的に腐敗した人間なのである。しかし彼は、その自覚を持たないのである。実際、

彼は、lshmae1にだまされていたと分かると“lt isvoid！l havebeen deceived in the prem－

ise；and l．hereby，pronounce a certain compactum，entered into and concluded between

lshmae1Bush，squatter，and Obed Battius M．D．to be incontinently nuu and of non－effect．”

（148）と言う。彼は、lshmaelとの契約破棄を宣言する。彼は、こうしてinezを誘拐し隠

しているlshmae1Bush一家の悪事に荷担せずに済んだと胸を撫で下ろすのである。彼は、

lshmae1Bush一家に具現された堕落した世界から超然と離れ自分の身の清らかさを保ち

えたと思っている。Obedは、1shmaelと倫理的にさして変わらぬ腐敗堕落した人間であ

るにもかかわらずlshmaelよりは倫理的に高潔であると思い込んでいる。Obedは、自分

が倫理的に腐敗した人間であることを全く自覚できないのである。

 Obedは、悪に蝕まれた人間であることを自覚しないだけでない。彼は、人間が神にな

りえると豪語するのである。彼は、知識の有無が人間の質を決定すると言う。実際、Obed

は、NattyBumppoに次のように話す。

  Man may be degraded to the veW margin of the line which separates him irom．the

  bmte，by ignorance；or he may be elevated to a communion with the Great Master

  Spirit of A11 by knowledge－nay，1know not，ii time and oppoれunity were given him，
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  but he might become the Master of aH1eaming，and consequent1y equal to the great

  moving principle．（180）

Obedは、無知は人間を動物のレベルに堕落させるが、逆に知識は人間をあらゆる知識の

源である神に近づけると主張する。彼は、人間に与えられている理性の力によって神にす

らなれると大胆に言うのである。Natty Bumppoは、Obedのこの発言を聞くと“This is nei－

ther more nor less than mortal wickedness！”（18ユ）と言ってObedの思い上がりを非難する

のだが、ObedはNattyBumppoの非難に耳を傾けようとしない。二つの大学を卒業し博

士の学位を持つ知識人Obedは、自分が神のような存在であることを自負しているのであ

る。悪に蝕まれた人間であることを自覚しないObedは、自分が神のような存在であると

うぬぼれてしまうのである。

 Obedは、神のような存在であると主張するだけでない。彼は、人間の中に潜む悪を取

り除くことができるというのである。第22章の0bed」とNatty Bumppoの対話に耳を傾け

てみることにする。Na岬Bumppoは、“lhaveseenmuchoftheiouyoiman．．．．Tomyweak

judgement it hath ever seem’d that his gifts are not equal to his wishes＿．If his power is not

equal to his wm．it is because the wisdom of the Lord hath set bounds to his evil work－

ings、”（240）とObedに話す。彼は、人間が堕落した不完全な存在であることを強調してい

る。Natly Bumppoのこの主張に対してObedは、“lt is much too ceれain that certain facts

will warrant a theoW which teaches the natural depravity of the gεηu∫；but if science

cou1d be iair1y brought to bear on a who1e species，at once，for instance，education might

eradicate the evil principle．”（240）と言い返す。Obedは、学問の発達とその成果としての

教育が人類にあまねく普及するようになれば人問の申に潜む悪を取り除くことができると

Natty Bumppoに反論するのである。彼は、人間の生まれながらの堕落性を受け入れない

のである。博物学者0bedは、神のような存在として悪の支配から人間を解放ことができ

るというのである。Obedは、こうしてlshmael Bush一家に囚われている1nezを解放し

ようとする。

 Obedは、lshmael Bush一家の知的レベルを向上させることが1nezの解放に繋がると考

えるのである。lshmaelBush一家は、無知で動物的な連中としても描かれている。実際、

Cooperは、1shmae1を“The inferior lineaments oi his countenance were coarse，extended

and vacant；while the superior，or those nobler parts which are thought to aHect the inte1－

lectual bei㎎，were low，receding and mean’’（12）と描写している。1shmaelは、知的部分

のある頭は後退してみすぼらしいのであ乱知的能力を欠くlshmaelは、しばしば“over・

iatted beast”（14），“a well ied and fattened ox”（ユ22），“an awakened lion”（145）と動物の

イメージで描かれている。lshmaelは、知的判断力を欠いた動物的な男なのである。学問

や教育の力に絶大な信頼を置くObedは、1shmael Bush一家の無知が倫理的腐敗の原因で

あるとみるのである。彼は、一家の知的レベルを向上させることで腐敗の原因を取り除き

悪を克服できると判断す乱そのため彼は、lshmaelの砦にいる連中に知的レベルの高い

講義をするのである。博覧強記の博物学者Obedは、守備隊長を任されているE1ien Wade
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に契約に関して講義をする。たとえば、彼は、“A compactum which is entered into，through

ignorance or in duresse，is null in the sight of a11 good moralists”（150）と言って道徳哲学者

たちの見解を披露する。さらに彼は、“by Payley，Berkeley，ay even by the immoれa1Bink－

e帽。hoei”（151）と当時の著名な学者たちの名前を列挙し契約に関する知識を教授する。彼

は、1shmaelの娘たちには次のように教え諭す。

  Het1y，hast thou forgotten who appeased thine anguish when thy auricular newes were

  tortured by the colds and damps，oi the naked earth！and thou，Phoebe，ungrateiuI，

  and forget阯Phoebe！buHor this veW arm，which you would prostrate with an end1ess

  para1ysis，thine incisores would stm be giving thee pain and soπow！Lay，then，砥ide

  thy weapons，and hearken to the advice of one who has always been thy friend．（149）

0bedは、He町の聴覚神経やPhoebeの歯痛を直したことに訴え医学が苦痛を取り除くこ

とを教える。彼は、砦の守備隊に鉄砲で撃たれるかもしれない危険を顧みず持てる医学や

法律学の知識を総動員してEllenや1shmaelの娘たちの知的レベルを高めようとする。こ

うしてObedは、無知のもたらす悪から彼等を救い囚われているlnezを解放しようとす

る。実際、0bedは、“＿all myaspirationsafter㎞ow1edge，as l humblybelieve，are，ii耐，for

the advancement oi leaming，and secondly，for the benefit of my ieuow｛reatures．”（104）と

言う。彼は、学問の発展と人類救済と言う高適な目的のため自分の命を犠牲にしようとす

るのである。0bedは、自分が悪に蝕まれていることを自覚しないで悪から人類を解放す

る救済者の役割を果たそうとするのである。

 人類を悪から解放する救済者0bedは、Hard－Heaれと対比されている。第24章に描かれ

た川渡りの場面に注目して見る。Hard－He舳は、復活のメシヤにして最後の審判のときの

審判者として描かれている。（6）Hard－Heahは、自分の持っている野牛の皮を巧みに細工し

て舟を作りlnezとE11enを対岸に渡す。次に、彼は、NattyBumppoと0bedを渡すため

に戻ってくるのである。NattyBumppoが先に舟に乗り込みObedに乗るように誘うと、

Obedは“this is a most unscientific bark！”（263）とか“It is impossib1e that any vessel con－

stmctedonprinciplessorepugnanttosciencecanbesaie．”（263）と言って科学文明の恩恵

から程遠い無知蒙味なインディアンの考案した代物に身を任す訳にいかないと言い、乗る

のを拒否する。ところが、Mahtoreeが率いるSiouxes族が迫ってくるのを見ると、彼は

急いで非科学的に作られた舟に乗り込む。Hard・He舳は、Siouxes族の撃つ弾丸や矢の嵐

の中を命の危険を犯してNattyBumppoと0bedを対岸に渡そうとする。Nat蚊Bumppo

は、若く勇敢なHard－Hea血が年老いたNattyBumppoとObedのため犠牲になるのを心苦

しく思うのである。そのためNatty Bumppoは、Obedに不裳に“Do you greatly value life，

iriendDoctor？’’（265）と尋ねる。彼の質問に対して・Obedは“Notioritseli．Butexceedi㎎ly，

inasmuchasNatu『alHist0収hassOdeePastakeinmyexistence．Therefore一”（265）と答

えている。彼は、個人としては命は大して重要でないが学問と人類のことを考えると自分

の命は重要だという。命は大切だというObedの意見を聞いたうえでNatψBumppoは、

Obedに次のように提案をする。
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  Now is liie as precious to this young Pawnee as to any Govemor in the States，and he

  might save it，or at1east stand some chance of saving it，by letting us go down the

  stream．and yet you see he keeps his faith，manfully and like an lndian wan．ior For

  myseu．l am old，and wming to take the fortune that the Lord may see fit to give，nor

  do l conceit that you are of much benefit to mankind，and it is a cWing shame if not’a

  sin，that so fine a youth as this should lose his scalp for two beings so worth1ess舶

  ou帽elves．I am therefore disposed，provided that it sha皿prove agreeable to you，to teu

  the lad to make the best of his way，and to ieave us to the mercy of the Tetons．（265）

Nat1yBumppoは、Hard－Heaれを助けるため自分とObedを置き去りにしてくれるように

提案するつもりだとObedに語りかける。Nat蚊Bumppoのこの提案を聞いた0bedは、“I

repeI the proposition，as repugnant to nature，and as treason to science！．．．Our pmgress is

miraculous and as this admirable invention moves with so wonde㎡ul a iacilily a few more

minutes wi11sewe to bh㎎us to iand．”（265）と猛烈な勢いでNat蚊Bumppoに反対する。

0bedは、Mahtoreeが率いるSiouxes族に捕まって殺されるかもしれないと思うと非科学

的な舟を素晴しいと賛えるし、今それ自体は惜しくもないといってのけた舌の根も乾かな

いうちに生き延びることを願う始末である。彼は、学問や人類のためという崇高な理想を

掲げるけれども自分の命を救うためには主義主張をあっという間にかなぐり捨ててしまう

あさましい男なのである。Natty Bumppoは、“Lord，what a thi㎎is iear！it transioms the

creatur’s oi the world and the crait of man，making that which is ugly，seem岐in our eyes，

and that whlch ls beau舳ul，unslghtlyl”（265）と言ってObedの変節漢ぶりに呆れてしまう

のである。このようなObedと対照的に、Hard－He舳は、Siouxes族の撃つ弾丸や矢を恐

れず泰然としてNattyBumppoとObedの話し合いが終わるまで待ち彼等を対岸に渡す。

Hard－He舳は、人問を救うために世に遣わされたメシヤなのである。NattyBumppoは、

ObedにHard－Heartのことを“．．．yousee，thetmthisintheboy，andmakeared毛kinonce

yourfhendheisyou帽so1o㎎asyoudealhonestlybyhim、”（262）と話している。Natty

Bumppoは、Hard－Heaれをメシヤと一度信じれば神の恵から離れないようにメシヤHar小

Heaれが信者の死に至るまで守り支えてくれるというのである。メシヤHard－Heaれは、自

分の命を捨ててもNat蚊Bumppoと0bedを救おうとしている。彼と対照的に0bedは、人

類を悪から解放すると言うものの自分個人の命を救うことしか考えていないのである。

ObedとHard－Heaれの対比は、Obedが人類の救済者ではなく偽キリストに過ぎないこと

を示している。

 偽キリストObedは、物語の第31章でメシヤHard－Hea血に裁かれているのである。第

31章は、裁判の場面であ糺この場面で重要な役割を果たしているのは、“arbitra剛udge”

（342）と述べられたlshmaei BushではなくメシヤHard－Hea血である。すでに述べたように

Hard－Heanは、復活のメシヤであるだけでなく最後の審判の時の審判者としても描かれて

いる。Hard－Hea血は、lshmael Bush一家に具現されている腐敗堕落した人間の世界に囚わ

れているすべての人の宗教的・倫理的行いを裁こうとしているのである。第31章の裁判の
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場面は、メシヤHard－Hea血が臨んで行われる最後の審判を象徴的に描いているのである。

Obedは、審判者としてのHard－Heaれの前に立たされている。彼は、闇の象徴性を理解で

きなかったしMahtoreeを悪の化身と認識することもできなかった。彼は、inezとlshmael

Bush一家の係わりにも象徴的な意味を読み取れなかった。その結果、Obedは自分も倫

理的に堕落した人間であることを自覚できなかった。そればかりか彼は、lshmaelBush

の倫理的腐敗を指弾し自分はlshmaelより倫理的に潔癖であると思い込んでいた。さらに

彼は、人類を悪の支配から解放しようとしていた。彼は、メシヤHard－Heaれになり代っ

てメシヤの如く振る舞おうとしたのである。悪に蝕まれていることを自覚しないでメシヤ

の如く振る舞おうとした0bedの思い上がりが、メシヤHard－Heaれの前で明らかにされ

裁かれているのである。メシヤの如く振る舞おうとしていたObedは、実は、偽キリスト

なのである。

 Obedが偽キリストの役を演じてしまった原因をさらに究明するためには、Obedと

Natty Bumppoの関係に注目してみる必要がある。Nat蚊Bumppoは、肋e肋池では罠師

として描かれている。罠師は、高齢になり体力の衰えたNatly Bumppoの生計を支える職

業であるばかりでなく、象徴的な意味も与えられている。Natty Bumppoは、メシヤUnc㏄

とHard－Hea血の死と復活について語る伝道者であるばかりでなく聖餐式の執行者として

も描かれている。（7）彼は、．Chi㎎achgookとUncasの係わりに描かれた愛する独り子を犠

牲にしてまで人間を忌より救い出たそうとする神の愛、Hard－Heaれの復活にみられる死か

らでさえ生を造り出す神の豊かな創造力そして終末の接近について語り、荒野であった

人々や老犬のHectorを聖餐式に招くのである。（8〕彼は、神や人間そして自然との交わり

を深める宗教的な人間なのである。このよ・うなNat蚊Bumppoに対するObedの態度は、

0bedの宗教的な真理に対する姿勢を示すことになるのである。

 0bedは、第7章でNat｝Bumppoに初めて会うのである。彼は・lshmaelBushとNa町

Bumppoが話をしているのを聞きながら途中で口をはさむ。Siouxes族に家畜を略奪され

たlshmaelは、Nat収BumppoをSiouxes族の仲間だろうと疑い“Since you own your kin，

l may ask a simple question．Where are the Siouxes who have stolen my cattle？”（76）．と詰

め寄る。不当な嫌疑をかけられたNatty Bumppoは、“Where is the herd of Bu肘aloe，which

was ch砥ed by the Panther across this plain，no later，than the moming of yesterday。”（76）

と逆にlshmae1に問い返す。二人のやり取りを聞いていた0bedは、NattyBumppoが“Bui－

ia1oe”（76）という言葉を使ったところで二人の話に割って入る。そして彼は、Natty Bumppo

に次のように言う。

  Friend．．．I am grieved when l lind a venator or hmter or your experience and obsewa－

  tion，iollowing the current of vulgar error．The animal you describe，is in tmth a spe－

  cies oi the bos fems or bos sylvestris，as he has been hapPily called by the poets，but，

  though of dose amn蚊it is altogether distinct，肘。m the common Bubulus．Bison is the

  better word，and i would suggest the necessity of adopting it in future，when you shaH

  haveoccasiontoalludetothespecies．（76－77）
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Obedは、荒野での生活経験の豊かなNatty Bumppoが“Bu肘aloe”（76）という通俗的な言

葉を使ったことを嘆き今後“Bis◎n”（77）という正式な言葉を用いることを薦めている。

NattyBumppoが“BisonorBufraloe，itmakesbut1ittlematter．”（77）と言うと、すかさず

Obedは次のように言う。

  Pardon me，venerable venator；as c1assification is the ve収soul of the Natural Sci－

  ences，the animal or vegetable，must，of necessily，be characterised by the pecu1iah－

  ties o1帖species，which is always indicated by the name．（77）

Obedは、自然科学における分類と名称の重要さを強調しているのである。彼は、Na－ty

Bumppoが“the grizzly bear”（79）というとすぐさまそれを訂正するように“U帽us ho㎞bi－

lis！”（79）とラテン語でいう。“theFrenchmandeBuHon”（70）の名声を超えたいと願ってい

る彼は、しつこいほど分類と名称の正確さにこだわりNatty Bumppoを教え諭すのである。

NattyBumppoを“venerablevenator”（77）と呼ぶObedは、NattyBumppoを経験豊かで

あるけれども博物学の分類や名称に関する正確な知識を持たない年老いた猟師とみなして

いるのである。Obedは、Nat｝BumppoをメシヤUnc譜とHard－Heaれの死と復活につい

て語る伝道者として理解できないのである。

 Obedは、Nat｝Bumppoを伝道者として理解できないばかりか聖餐式の執行者として

も理解できないのであ乱舞9章の野牛を食べる場面に注目してみ乱この場面でNat1y

Bumppoは、Pau1Hoverに野牛の肉を切り分けて食べさせている。野牛の肉を食べること

は、象徴的な意味が与えられている。それは、野牛の皮の背後に隠れて死を克服したHard－

Heartを食べることだけでなく、Hard－Heaれと“brothe㎎”（277）といわれているUncasを

食べることにも通じているのである。一野牛の肉を食べることは、人問に対する神の愛や神

の豊かな創造力に感謝し終末の接近を先取りして味わうことなのである。Na町Bumppo

は、このような象徴的な意味を込められた儀式に“We are not ravenous be砥底，ea．i㎎of

eaとh other，but Christian men，receiving thankfuuy that which the Lord hath seen趾to

give．”（98）と言って0bedを招く。ところが、Obedは、野牛の肉を食べることの象徴的な

意味を理解することができないのである。彼は、“amo帽el ofthehump”（99）を食べなが

らNat蚊Bumppoに次のように言う。

  1should be ashamed of my profession一。l ought to」be ashamed oi my prolession were

  there beast，or bird，on the continent of America that l could not teIl by some one of

  the many evidences which science has enlisted in her cause．（99）

Obedは、食べている肉を証拠にして動物の種類を同定できなければ博物学者として恥ず

かしい限りだという。彼は、肉を食べることに象徴的な意味を読み取るのではなく博物学

の知識を披露する機会とみなしているのである。肉を食べることの象徴的な意味を理解で

きない彼は、Natty Bumppoを聖餐式の執行者としても理解できないのである。彼は、Na町

Bumppoの語るメシヤUncasとHard－Hea血・の死と復活の話に耳を傾けないのである。

0bedは、Natty Bumppoの語る宗教的な真理を受け入れないのである。

 Nat｝Bumppoの象徴性を理解できない0bedは、人間と自然の関係をも歪めてしまう
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のである。第9章のNatty BumppoとObedの対話に耳を傾けてみることにする。二人の

間で1shmael Bushの幌馬車に隠されているものは何かが話題になる。Obedは、博物学に

未だ分類されていない動物が隠されていると主張する。Obedの意見を聞いたNat蚊

Bumppoは、彼の意見を疑問に思い次のように言う。

  Here．is Hector，come of a breed with noses as tn』e and laithlul as a hand that is all－

  powe㎡ul h砥made any of their kind，and had there been a－beast in the p！ace，the

  hound would long since has told it to his m砥ter（105）

Natty Bumppoは、lshmae1Bushの幌馬車に隠されているものが動物なら愛犬のHectorが

鋭く察知して教えているはずだという。彼は、Obedの博物学者としての判断力よりも

Hectorの知覚能力を高く評価している。Obedは、Hectorの知覚能力と博物学者としての

合理的な認識能力を比べられたことに屈辱を感じるのである。そのため彼は、Nat奴

Bumppoに次のように食って掛かる。

  Do you pretend to oppose a dog to a man！brutality to leaming！instinct to re砧。n！．．l1n

  what manner，pray，can a hound distinguish the habits，species，or even the genus of

  an animal，1ike reasoning，ieamed，scientiric，triumphant man1（105）

Obedは、理性を備えた合理的で科学的な人間が動物のHectorよりはるかに優れている

というのである。Hectorは、Natty Bumppoの愛する犬であるだけでなく象徴的な意味を

も与えられている。Hectorは、人間を除いた神の被造物全体を象徴的に示す代表として

描かれている。（9）このような意味を与えられたHectorに対するObedの姿勢は、動物や

植物を含む自然に対する彼の姿勢を示すことになる。Hectorを見下すObedは、理性を

備えた合理的な人間を自然界の頂点にいる存在とみなし人間以外の存在を一段と低いもの

として観るのである。彼は、神の被造物として人間も動植物も対等な存在であることを認

・めようとしないのである。彼は、支配者として人間が自然界に君臨していると考えている。

Natty Bumppoの語る宗教的な真理を受け入れないObedは、自然との暖かい交わりを持

とうとしないのである。

 自然との暖かい交わりを持とうとしない0bedは、自然のしっぺ返しを恐れるのである。

彼は、博物学の発展のため動植物や鉱物の標本を採取している。彼の標本採集は、動植物

をそれらが生きている環境から引き離し動植物の生命を奪うことでもある。実際、Natty

Bumppoは、博物学者の標本採集について次のようにいう。

  They slay the buck，and the moose，and the wi1d cat，and all the beasts thaけange the

  woods，and stu舳ng them with woれhless rags，and placing eyes of glass into their

  heads，they set them up to be stared at，and ca11 them the creatur’s of the Lord；as if

  any moれal emgy could equal the works of his hand！（101）

Na岬Bumppoは、博物学者が動物と生息環境の有機的な関係を無視していると非難して

いる。生き物と環境の生きた関係を無視して標本集めをする0bedは、自然の報復を恐れ

ている。彼は、砂塵を巻上げて何千頭もの野牛が迫ってくるのを見ると恐怖心に捕えられ

てしまうのである。Cooperは、迫り来る野牛を見ているObedを次のように描写してい
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る。

  The facu1ties oi Doctor Battius were quick1y wrought up to the veW summit of menta1

  delusion．The dark iorms of the herd lost their distinctness and then the Naturalist be－

  gan to fancy he beheld a wi1d co11ection ol all the creatures of the world mshing upon

  him in a body as if to revenge the various injuries，which in the cou帽e oi a lire oHn－

  deiatigable labour in beha1f oI the natura1science，he had inmcted on theil．several

  gene一・a．（200）

Obedは、野牛というよりは世界中ρ生き物が一団となって押し寄せてきて彼に復讐しよ

うとしていると思い込んでいる。自然に破壊行為を繰り返してきてやましい思いを感じて

いる0bedは、自然の猛威に恐怖感を感じている。自然との暖かい交わりを持とうとしな

いObedは、自分の気持ちを自然に投影して自然も人問と暖かい交わりを持とうとしない

と思い込んでいるのである。自然との暖かい交わりを持とうとしないObedは、人間と自

然の関係を敵対的な関係と錯誤してしまうのである。

 Obedは、人間と自然の関係を歪めて見るだけではない。彼は、自然の仕組の複雑さや

多様性を研究する博物学の研究をも歪めてしまうのである。第10章の0bedとMiddleton

との係わりに注目する。Middietonは、Paulに肉を食べるように勧められると“1㎞ow too

we11themeritsoiabison’shump，torejectthefood．”（109）と言う。彼は、一目見ただけで

肉の種類と肉の部位をいい当てるのである。しかも彼は、Nat取BumppoやPaulのように

通俗的な言い方をせず“bison”（ユ09）と正式な名前を用いている。Obedは、Middletonの

鋭い洞察力と正確な言葉遣いに驚く。実際、Cooperは、Obedの様子を“He had been

struck wlth the st了anger’s usmg the1egltmate mstead o“he peweれed name of the a㎜mal

○竹which he was maki㎎his repast．”（109）と描いている。博物学の分野で“BuHon”（69）

や“Solander”（69）の名声を凌ぐ業績を後世に残したいと思っている0bedは、Middleton

の出現を“the prospect ofan alami㎎rivalW”（1ユ0）と考えMiddletonを嫉妬するのであ乱

そのため彼は、Middletonの正体を確かめようとする。まず、彼は分類学の知識や“bos”

（110）や“vacca”（110）などのラテン語の学名を使いMiddletonの反応をみようとする6Mid－

d1et㎝がラテン語の学名を知っていると分かると、ObedはMiddletonに“…as l presume

1should say，Doctol－you have the Medica1Dip1oma，no doubt？”（110）と丁寧に話す。彼

は、Na町BumppoやPaulのような無学な者を軽蔑するが少し学の有りそうな者には下手

に出るのである。Middletonが“Doctor”（110）でも“Anundeトgraduate！”（110）でもないと

いうと、Obedは今度はMiddletonに高圧的に出る。Obedは、Midd1etonに次のように強

く要求する。

  Sureiy，young man，you have not entered on this important－l may say this awful sew－

  ice，without some evidence of your fitness for the task！一一some commission by which

  you can assert an authorily to proceed，or by which you may claim，an afiinily and a

  communion with your iellow－worke肥，in the same beneficent pu閑uits！（111）

Obedは、博物学の研究にはそれなりの資格が必要だというのである。彼は、学会の任命
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書や推薦書があるならそれを提示せよと要求する。彼は、博物学者としての自分の威厳と

名誉を守ろうとしているのである。彼は、常に“aH my aspirations after㎞owiedge．．．are，

H帽t，for the advancement of leaming，and secondly．for the benefit of my feHow－creatures”

（104）と高遭な理想を掲げるものの自分の名誉欲を満たすことしか考えていないのである。

0bedは、博物学の研究を通して人間に仕えるという学問の社会的使命を真剣に考えてい

ない。ましてや彼は、学問研究を通して創造者としての神の栄光を表わすという宗教的使

命も全く感じていない。彼の博物学の研究は、神と人に仕える手段ではなく、個人的な名

誉欲を満たす手段に過ぎない。学問研究の社会的・宗教的使命の深い結び付きを考えもし

ない0bedは、人間と自然の関係だけでなく神と人問の関係をも損ねてしまうのである。

 自然や人間との関係を歪めてしまうObedを考えるとき見落としてはならない重要なこ

とは、物語の時代設定である。物語の時代は、ユ805年である。1805年は、第3代大統領Tho－

maS』e肘e帽。nが、大統領として二期目の政権を担当していた時期である。Jefre鳴。nは、大

統領に就任する以前のユ785年に「ヴァジニア党え書」を出版している。「ヴァジニア党え

書」は、』e付e帽。nがヴァジニアの地理的特徴、鉱物、植物、動物、気候などの博物学的

に重要なことや憲法、法律などの政治や社会についてフラ．シス人マルボア侯の質問に答え

る形で書いたものである。」efie鵬。nは、大統領に就任する以前から博物学に関心を持っ

ていた。彼は、大統領に就任し1803年にフランス皇帝Napo1eonからし。uisiana地方を購

入するとMeriwether LewisとWi11iam Clarkを調査探検のためにLouisiana地方に派遣し

ている。実際、肋e〃σ池の物語の申でMidd1etonは、“Lewis is working his way up the

㎡ver，some hundreds ol miles from this．”（117）といってLewisとClarkの探検に関して触

れている。Obedがノートに書き付けた“Oct．6．1805”（71）は、LewisとClarkの探検隊が

ミズーリ川を遡り太平洋岸に近づいていた頃である。「ヴァジニア党え書」を．出版しその

うえkwisとClarkの探検隊を派遣した』e肘e正sonは、啓蒙主義の時代を代表するアメリカ

の知識人なのである。肋e肋〃εの博物学者Obedは、啓蒙主義の精神を体現し博物学に

関心を持っている』effe帽。nを尊敬しているのである。彼は、Middletonが提示した任命書

にJeffe嶋。nのサインを見ると“Whatha〉ewehere！．、．Why，thisisthesignmanua1ofthe

Phi1osopher』eπe帽。n！’’（111）と言っている。Obedは、任命書に」effe帽。n大統領のサイン

を見て驚いている。』eHe帽。nを尊敬するObedは、啓蒙主義の精神に通じているのである。

彼は、合理主義者なのである。

 物語の時代設定を引き合いに出してObedのことを考えたけれども、Obedを考える上

でさらに重要なことは、肋e肋池の出版年代である。肋e肋加eは、ユ827年に出版され

ている。この時期は、大2回目の「大覚醒運動」が盛んに展開されていた時期である。珊e

肋脆が出版される少し前の1825年前後にはNewYork州で福音主義信仰の持ち主

Char1es G．Fimeyが、「信仰復興運動」の集会で説教をしていた。（1o〕「信仰復興運動」は、

合理主義の影響を受けて形骸化したキリスト教信仰を活性化しようとする運動であるとい

われている。凧ε片口腕εが出版され頃は、福音主義に立脚した信仰が広まっていたのであ

る。このような時代の潮流の中で0bedは、合理主義の精神に固執しているのである。合
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肴倉：偽キリストとしての0bed Battius

理主義者Obedは、福音主義信仰が広まっていた時代の流れの中で取り残された人物なの

である。Obedは、合理主義から福音主義信仰へと考え方を切り替えることができなかっ

たのである。

 Cooperは、物語の中でObedの信奉する合理主義の限界をしばしば強調している。Obed

は、幌馬車に隠されていたlnezを動物と間違えていた。さらに彼は、第9章の終りでMid－

dietonが茂みに潜んでいたことも理解できなかった。彼は、目に見えるものを合理的に判

断することはできるけれども覆われて隠されているものを把握する洞察力を持ち合わせて

いない。彼の限界は、メシヤHard－Heaれに対する姿勢によく示されている。復活のメシ

ヤHard－Heaれは、地上を離れた霊的存在である。彼は、目に見える存在でもなければ科

学的・合理的に認識できる存在でもない。実際、Nat蚊Bumppoは、茂みの背後に隠れて

いるHard－He舳について“Hewantstofaceusoutofsightandreason”（183）と言ってい

る。彼は、メシヤHard－Heaれが視覚や理性で理解できないことを強調している。ところ

が、博物学者で合理主義者である0bedは、Hard－Hea血を理性で捕えようとしている。そ

の結果、彼は、Hard－He舳の象徴性を理解できないのである。そればかりか、彼はHard－

Hea血を“basilisk！”（182）と間違えたり人間と認めるまでにも時間がかかるという具合で

ある。Hard－Heaれの本質理解に対してはObedの合理主義は、全く通用しないのである。

Obedが偽キリストになってしまった原因は、合理主義の思考の枠組みを脱却しメシヤUn－

casとHard－Hea血の死と復活の物語を通して示されている聖書的信仰に立てなかったこと

にある。
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